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要  旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町営時代より続く志賀島航路は、通勤・通学・通院や、日常の生活に欠かせないものとなっています。

ところが髙島市長は、行財政改革プランをつくらせ、市営渡船事業について赤字を理由に志賀島航路の減

便・全廃を盛り込みました。 
港湾局は、「現時点で直ちに全廃することは、地域住民の日常生活に与える影響が大きい（2013 年議会

答弁）」としていますが、髙島市長は、この合理化案をいまだに撤回していません。私たちは、公共交通と

いうサービスを住民に提供することは自治体の大事な仕事だと考えます。 
よって、以下の事項を請願します。 
 
１．市営渡船志賀島航路を減便・廃止しないこと。 
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